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今年度もコロナウィルス感染症対策のため、この 1 年間、新型コロナウィルス感
染症対策を伴った「新しい生活習慣」に基づき運営を行ってきました。授業の形態、
行事の精選、内容等、今後も新たな改革を伴った学校となっていきます。その一つ
として、三島市では、「学びを止めない」ビジョンの元、教育に予算を割き一人一
台端末（ｉＰａｄ）を導入、そして、GIGA スクール構想が各市町村の中でもいち早
く始まりました。北上小学校では、「ｉＰａｄは文房具」という目的を示し、教職
員・児童が慣れることから様々な取組を行ってきました。今では、戸惑うことなく
ＩＣＴ機器を使えるようになっています。今後も、感染症対策や SOCIETY5.0 の社
会で「生きる力」を育むよう「新しい教育」が変化してくる中、柔軟でより最善な
環境に向かう学校であるよう努力いたします。保護者、地域の皆様もご支援の程、
よろしくお願いいたします。 

日本市民安全学会常任理事「菅野泰彦氏」によるＩＣＴ講演会 
 １月２８日（金）日本市民安全学会常任理事・全国読売防犯協会専任講師・インター
ネット利用アドバイザー「菅野泰彦氏」が北上小学校を訪問し講演会を開催しました。
当初児童向けの講演会の予定でしたが、コロナウィルス感染が拡散していることもあ
り、教職員向けの講演会をリモートで行い研修し授業等で子供たちに支援していくこと
となりました。講演テーマは、『セーフティ教育～スマホ・ネットの安心・安全な使い
方～』でした。ＩｏＴ・ＡＩ・ウェアラブルコンピュータの分かり易い解説から、スマ
ホ、タブレット等を道具として使う考え方を教授していただきました。学校現場では、
問題が起こることによって「スマホは危険、ＳＮＳ等のアプリケーションは悪い物」だ
という意識を持つことは事実です。このような風潮を「家にある包丁は、使い方によっ
て便利なものであるが凶器にもなる。スマホ、SＮＳも同じ道
具である。物のせいにするのではなく、使う本人が正しく考え
想像できる力を働かせることが大事である。そのためには、一
人一人の心技体を充実させることが大切である。」という多方
面から見たスタンスを教えていただきました。ＧＩＧＡスクー
ル構想が進む中、「ＩＣＴ機器は文房具」として捉え、北上小
学校で生かしていきます。 
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 １日(火) 特別日課５時間 
 ２日(水) 特別日課５時間 
 ３日(木) 特別日課５時間 
 ４日(金) 特別日課５時間 スクールガード定例会 
 ７日(月) 特別日課５時間 
 ８日(火) 特別日課５時間 
 ９日(水) 特別日課５時間 
 10 日(木) 特別日課５時間 
 11 日(金) 特別日課５時間 命を考える日 

三島市シェイクアウト訓練 ＳＣ来校 

 14 日(月) 特別日課５時間 
 15 日(火) 特別日課 給食終了 
      5,6 年午後卒業式総練習 1~4 年 4 時間 
 16 日(水) 特別日課４時間 
 17 日(木) 1～4,6 年特別日課４時間 
           5 年午後卒業式準備 
 18 日(金) 6 年午前 卒業証書授与式 
           1～5 年午後 修了式 
 19 日(土) 春休み～4/6(水) 
 21 日(月) ㊗春分の日 
 24 日(木) ＰＴＡ会計監査 



【学校評価･･･集計結果を次年度に】 
  令和３年度の教育評価について、保護者の皆様から貴重なご意見をいただきました。多

くの励ましやご指摘を力に変え、次年度の教育活動の充実を目指していきます。引き続き、
御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 
 〈令和３年度 児童 80％〉 

コロナ禍において登校に不安を覚える子ども
たちもいましたが、学校での友人関係や教員との
信頼関係がそれらを払拭し、学校生活の充実につ
ながったと感じています。今後もさらなる教育活
動の充実を目指していきます。 

〈令和３年度 児童 90％ 保護者 78％〉 
従来の電子黒板に加え、タブレット活用に重点

を置いて授業づくりを行ってきました。前年度よ
り保護者の皆様の「わからない」という回答が減
っており、ICT 機器が子どもたちの学びの実感を
高めるだけではなく、家庭と学校を結ぶ役割を担
い始めているのを感じることができました。 

〈令和３年度 児童 93%〉 
前年度より７％上昇しました。行事の開催方法

を模索する１年間、やむなく中止するものもあり
ましたが、なんとか実施できないかを考え続け、
各行事の準備や運営を進めて参りました。その結
果、運動会や自然教室、修学旅行などを無事に実
施し、子どもたちの貴重な経験の場を守ることが
できました。 

〈令和３年度 児童 75%〉 
前年度より２％下降しましたが、ここ数年、

80％近くの肯定的な回答を維持しております。学
校では、子どもたちの言動に注視し、素早い対応
を心がけております。子どもたちの姿で、ご家庭
や地域の皆様がお気づきになる点も、いじめを生
まないための大切な情報となります。お力を貸し
てくださるとありがたいです。 

〈令和３年度 児童 90% 保護者 93%〉 
前年度よりやや下降しましたが、90%以上の良

い評価をいただきました。今後も地域や保護者の
皆様との信頼関係を大切にし、きめ細かく子ども
たちの成長を見守っていきたいと考えています。
さらなる連携・協力をお願いいたします。 


